
　　 小さい頃から触れ合ってきた
地元の自然が、中学生ごろから土地
開発などで破壊されていく様子を見
て、自然を守っていきたいと思うよう
になり、環境学部のあるこの大学で
学ぼうと思いました。

　　 私は様々な分野に興味がある
ため、幅広い分野について学ぶこと
ができるこの大学を選びました。
様々な環境分野の基礎を1年生か
ら学ぶことができるので、自分の興
味を見つけやすいです。

　　 この大学に学びたい学部があ
り、小規模な大学というところに魅力
を感じました。少人数だと先生とのコ
ミュニケーションが取りやすいので良
いなと思いました。また、田舎でゆった
りと生活したかったというのも理由の
ひとつです。

　　 高校生の頃から地域でボラン
ティア活動するなど、将来地域活性

する様々な分野を学んでいます。今は
まだ、自分が将来何をしたいのか迷っ
ているので、色々な分野について学ん
でいきたいですね。

　　 規模の小さい大学なので、教
授や学生同士の距離が近く、仲良く
なる機会が多いことです。高校生の
頃に見た大学のパンフレットにも、皆
の距離が近い大学だと紹介されてい
ましたが、実際に入学してみて、まさ
にその通りでしたね。

　　 私も井上さんと同じですね。小
規模な大学なので、学部と学年を超
えてたくさんの人と話す機会が多く
て楽しいです。先生方が、様々な環
境に関するボランティア活動やイベ
ントなどを紹介してくれるので、学外
でも環境の知識を高めることができ
るし、大学の図書館には環境に関す
る専門書が多いのも魅力です。

 　　私も2人と同じで、皆の距離が
近いことです。わからないことは先輩

化について考えていきたいと思って
いました。この大学なら地域活性化
について学ぶことができると感じ、選
びました。

　　 4月から森林を専門にしている
先生のゼミで、森林について研究を
していきます。鳥取県にある智頭町と
いう町には、森林を活用した『森のよ
うちえん』があるのですが、そこの調
査をしてみたいです。

　　 まだ1年生なので、専門教育を
学ぶための基礎科目を学んでいま
す。私は海洋生物が好きなので、こ
れから海に関係する科目を積極的
に学んでいき、知識を深めたいです。
また、植物学の授業を受講して、興
味がなかった分野にも関心が広がっ
ています。

　　 私は、地域活性化について学
び、将来は市役所などで地域に密
着した仕事をしたいです。そのため
に、地域を活性化させるための鳥取
県の政策について調べていきたいで
すね。

　　 地域の活性化に興味を持って
大学に入りましたが、今はマーケティ
ングや流通論、会計など、経営に関
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に聞きやすく、所属している大学祭
実行委員会とサイクリング部の先輩
にはお世話になっていますね。あと
は一緒にいて楽しい友達もできまし
た。一緒に授業を受けたり、夏休みに
旅行したり、家で遊んだりと、大学生
ならではの生活を楽しんでいます。

　　 授業でグループ活動をするな
かで責任あるポジションに立つなどし
て、責任感が強くなりました。あとは、初
めての一人暮らしやアルバイトを通し
て、自立心を養うことができた点も、こ
の大学に入学して良かったことですね。

 　　私も鳥取の自然を満喫してい
ます。春は、海に毎週のように行っ
て、写真を撮ったり、貝殻を拾ったりし
ていました。夏は、サイクリングをした
り、川遊びをしたり。秋は、紅葉がとて
もきれいで、四季折々の遊び方ができ
るのが鳥取の魅力です。

　　 大学生活では積極的に活動し
ようと意識しています。イベントにで
きるだけ参加したり、委員会と部活
動に入り積極的に参加し、毎日充実
した生活を送ることができています。
鳥取の生活の中で、高校生の頃より
も社交的になりましたね。

　　 地元の徳島県と雰囲気が似て
いるので生活しやすいですが、冬の雪
は大変なときがあります。あとは、最初
は一人暮らしの生活が大変でした。
親のありがたさを知ることができまし
たね。実家に帰ったときは積極的に手
伝いをしています。

　　 鳥取は豊かな自然を活かした
アクティビティを楽しむことができま
す。夏は沢を登るウォータークライミ
ングに行きました。今年の冬はスキー
やスノーボードを楽しみたいですね。
アウトドアが好きな人には鳥取はお
すすめです。
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